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92． 3H一サイミジンオートラジオグラフィー

による吉田肉腫の実験的血行性転移の

初期像

弘中　武　中川雅夫　木村英之

甲斐沼正　垣内　孟　芦原　司

竹岡　成　藤田哲也

　（京都府立医科大学　第2病理）

　われわれは3H一サイミジンで漂識した吉田肉腫細胞を

ラットの血流中に注入して．その行方を追跡し主として

肺および肝で転移の形式を観察した．まつドンリューラ

ット（100g）の腹腔に吉田肉腫を移植して6M目に，3H一

サイミジンを6時間毎に4回．200μCあてその腹腔内

に注入して腹水のcumulative　Iabelingを行なった．20

時間後には96％の標識率をえ，増殖曲線よりtG＝25時間

であった．この腹水をドンリューラットの尾静脈および

門脈より0．1ml（細胞数107個）注入した．各群9匹，合

計18匹使用した．注入後は1，6，12，18，　24，36，48，72およ

び120時間目に各群1匹つつ屠殺して各臓器および末梢

血のオートラジオグラフを作製した．

　門脈注入群では，1時間後には腫瘍細胞は肝の類洞内

に，肺では毛細管内に孤立性に認められるが肺では少な

い．腎，脾，血巾からは検出できないので腫瘍細胞の大

部分は肝に栓塞するものと思われる．その後腫瘍細胞数

は漸次増加し，grain数は減少する．この関係は肝に残

存した腫瘍細胞がhomogeneousに増殖した場合の

grain数の減り方とほぼ一致する．

　尾静脈注入群では，1時間後には腫瘍細胞は肝の類洞

内に肺では毛細管内に孤立性にかなり認められ，腎，脾，

血中にも多数検出されており，容易に肺を通過して各臓

器に散布されたと思われる．その後は肝でも肺でも腫瘍

細胞の分裂像を散見し，grain数も減少するが腫瘍細胞

数は少なくなり72時間後には腫瘍細胞数もgrain数も

きわめて少ない．これは腫瘍細胞がCLLSとして除去

される割合が大きいためであると思われる．ところが

120時間後には門脈注人群で見られたと同程度に腫瘍細

胞数は増加し同様な組織像を示している．grainはほと

んど認められない．48時間という短時間で見られたこの

著明な腫瘍細胞数の増加は72時間口に残存していた腫瘍

細胞のみの増殖では説明しがたく，他臓器の転移巣から

の再転移が加わっているのではないかと想定している．

　質問：渡部瑛一（岡山大学　平木内科）

1）．BGカウントを除去する何かいい方法はないか．

2），同じ標本でも場所によって取り込みのよい部位と悪

い部位とが生じることがあると思う．その場合どこを

follow　up　したらよいか．

　答：弘中武1．バックグラウンドを除くための特

別の手段は川いていない．オートラジオグラフィーの各

段階の操作の上で注意を払っている．

2．吉田肉腫の場合，血行性転移を起しやすい臓器は肝，

肺，脾，腎，副腎，リンパ腺等である．

　　　　　　　　　　　　＊

93．　消化器癌の増殖と成長の解析
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　　　（京都府立医科大学　第2病理）

　前回本学会において人癌ことに胃癌の生長様式には三

型があることを報告した．その後症例を重ね胃癌の腹壁

転移巣3例およびリンパ腺転移巣1例に局所頻回標識法

を用いてin　vivoで3H－thymidineを応用し癌細胞の

増殖解析を試みた．すなわち胃癌細胞の世代時聞（tG）

は11～14．7日，DNA合成時間（ts）は22～40［1寺間と全

症例においてほぼ同一の数値を示した．また直腸癌およ

びそのリンパ腺転移巣各1例に局所頻回標識法を用いて

in　vivoで3H－thymidineを応用し直腸癌細胞の増殖解

析を行なった結果，世代時間およびDNA合成時間は

それぞれ12．4日と15．4日，30時間と43時間を求まった．

すなわち少なくとも人の消化器癌では，それが原発巣で

あれ転移巣であれ，癌細胞の増殖には有意な差が認めら

れなかった．一方消化器癌の生長つにいて考察を加えて

みる目的で，胃腸X線写真を用いて，早期胃癌8例およ

び末期胃癌3例の生長解析を行なった．すなわち早期胃

癌および末期胃癌の体積倍加時間（tD）はそれぞれ2年

～ 6年と3ヵ月～9ヵ月であった．さらに胃癌腹壁転移

巣の大きさの増大を実測して調べたところ，その体積倍

加時間は19～60日であった．すなわち消化器癌の原発巣

と転移巣の生長にっいては．両者の間に大きい差がある

ことがわかった．また原発巣でも早期癌と末期窟の生長

に大きな差が認められた．しかし，いずれの場合にも癌

細胞の増殖には前述のごとく大きい差は認めていないの

Presented by Medical*Online


	0064



